
Aidemy for Schoolご紹介



株式会社アイデミーの概要
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導入企業 

合計50社〜導入

会社理念 先端技術を、経済実装する。

所在地 〒101-0052 東京都千代田区神田小川町 1-1 山甚ビル3F

技術 
アドバイザー 國吉 康夫 教授（東京大学大学院情報理工学系研究科）

株主 
経営陣, 東京大学エッジキャピタルパートナーズ（UTEC）, Skyland Ventures, 
大和企業投資, ダイキン工業, テクノプロ,  
東京大学協創プラットフォーム開発（東大IPC）, 千葉道場ファンド, 個人投資家

資本金 9.89億円（資本剰余金含む。2021/1/1現在。 ）

従業員数 79名（アルバイト含む。2021/1/1現在。） 

加盟団体 

代表取締役  石川 聡彦（Akihiko Ishikawa）



ビジネスパーソン(プランナー/エンジニア）に
求められること

ドメイン
の専門知識

機械学習
の基礎知識×

供給過少なAIプランナー/エンジニアを採用するより、
ドメインの専門知識を持つ社内人材を育成する方が良い。



AI人材キャリアデル
～6段階の習熟度～
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• AIスキルの習熟度に合わせて6つのレベルに分類

AI スペシャリスト
機械学習モデルをデプロイできる

プランナー
職

データ
サイエンティスト

職

エンジニア職
A

D エントリーレベル

B

C

B+

C+
ジュニア AI アソシエイト

定量的指標をもとにした分析課題を解釈できる

AI アソシエイト
定量的指標をもとにした分析課題を創出できる

ジュニア AI アナリスト
統計や機械学習技術をもとにした分析課題を解釈できる

AI アナリスト
統計や機械学習技術をもとにした分析課題を創出できる



AI人材キャリアモデル
～レベル別コミュニケーション例～
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うーん。そもそもなぜ定量評価する意味があ
るんですかね。次の施作への活かし方も良く
わからないです。

なるほど。デッキ分析のBBBという特徴から
考えると、次回はCCCという施作を考えるの
が良さそうですね。

いまのタイトルにはDDDという課題があるの
で、EEEというデータを分析・可視化して打ち
手を考えたいですね。

デッキ分析の結果を参考に、FFFからGGGを
推測するモデルを作れませんかね？そうする
と、IIIというビジネスインパクトがあると思いま
す。

FFFからGGGを推測する機械学習モデルな
んですね。精度HHH％なのであれば、実運
用しても問題なさそうです。

D

C

C+

B

B+

• AIの習熟度レベルに応じ、それぞれ以下のようなコミュニケーションが
可能になる

レベル コミュニケーション例 対応関係

A
XXXという機械学習モデルをデプロイしましょう。今回は 応答性の要求水準 は高くないの
で、クラウド側実装で良いと思います。また、 YYY日おきにモデルを 再学習する必要があ

りそうで、ZZZという実装でモデルの有効性を 監視しましょう。
機械学習モデルの デプロイ

B+ デッキ分析の結果を参考に、 XXXからYYYを推測するモデルを作れませんかね？そうす
ると、ZZZというビジネスインパクト があると思います。

統計・機械学習をもとにした課
題創出

B XXXからYYYを推測する機械学習モデルなんですね。精度 ZZZ％なのであれば、 実運用
しても問題なさそう です。

統計・機械学習をもとにした課
題解釈

C+ いまのタイトルには XXXという課題があるます。なので、長期的なゲーム価値を考える
と、売上ではなくYYYという指標を分析・可視化 して打ち手を考えたいですね。

定量的指標をもとにした課題
創出し、新たなKPIを提案

C なるほど。デッキ分析から XXXというデータ読み取れ ます。このデータとゲームの特性か
ら考えると、YYYという課題がわかります。

(1) 定量的指標を正しく読解
（C-レベル）
(2) 定量的指標をもとにした課
題解釈（Cレベル）

D うーん。そもそもなぜ定量評価する意味があるんですかね。次の施作への活かし方も良く
わからないです。



Aidemy for School の位置づけ



What’s　Aidemy
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Aidemyの持つ豊富なAIのコンテンツやノウハウをオンラインで提供し、
全社への技術・カルチャー浸透に向けてサービスの設計を行います。

AidemyはAIに取り組む組織を支えるサービスです。

新規事業で
AIチームを

立ち上げるために

会社カルチャーを
データドリブン

にしていくために

経営課題として
ソフトウェアの

取り組みを加速
するために



Aidemy Business
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プランナー
向け研修

エンジニア
向け研修

メンバー
向け研修

リーダー
向け研修

Aidemy
Business

Cloud

Aidemy
BizDev

Intensive Plan

Aidemy Engineer
Intensive Plan



Aidemy for School
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Aidemy Businessのサービスをもとに
“将来の”ビジネスパーソンとしての学生の皆さんを対象に、お求め

やすくアレンジしたサービス

for School



ドメイン
の専門知識

機械学習
の基礎知識×

供給過少なAIプランナー/エンジニアを採用するより、
ドメインの専門知識を持つ社内人材を育成する方が良い。
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ビジネスパーソン(プランナー/エンジニア）に
求められること



Aidemy Business
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Aidemy for School
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Aidemy for School 導入事例
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課題 今後の活用

効果

• 発展的な実習時間を十分確保すること
ができない

• コーディングの実践力を身につけるため
の機会が不足

オリジナル教材の開発を進めながら、より
早い段階から意欲的な中学生徒に
「Pythonや機械学習で出来ること」の学習
機会を設けていきたいと考えております。

• 応用技術も学べるコンテンツで生徒の探
求力が向上

• ブラウザ上でコーディングを簡単に学ぶ
ことができ、初学者のハードルが低下

Python習得は高校１年生から

～応用技術も学べるコンテンツで、生徒の探求力が向上～

聖光学院中学校高等学校様



Aidemy for School 概要
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What’s Aidemy for School
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【ユーザー数No.1 / 満足度No.1 / 経営者が選ぶAI学習No.1について】
 調査方法:インターネット調査     調査期間:2019年12月16日～17日     調査概要:AI学習10社を対象にしたサイト比較イメージ調査
 調査対象:全国の20代～50代の男女(経営者対象)1094名     アンケートモニター提供元:ゼネラルリサーチ 

AidemyはAIに取り組む組織を支えるサービスです。



AI学習サービ
ス

ユーザー数

No.1

AI学習サービ
ス

コード実行回
数

No.1

AI関連の講座

80コース
以上受け放題

AidemyはAIに取り組む組織を支えるサービスです。

What’s Aidemy for School

B2CサービスとB2Bサービスの両者を保有する
Aidemyだからできる充実のサービスを提供します。



What’s Aidemy for School
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補完機能やハイライト機能も揃った
使いやすいオンラインエディタ

matplotlibなど画像の出力にも対応した
Aidemy独自開発のコンソール

Aidemyが独自開発したコンテンツと
知識を定着させるための課題



What’s Aidemy for Schoolの学習の流れ
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実際にコードを書く実践を絡めた演習を行うことにより、
AIプログラミングに関する知識の定着を図れます。

1. テキストや動画教材で理解する 2. コードを書いて実践する

▶
◀



What’s Aidemy for Schoolの管理画面
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管理者はチームに所属しているメンバーの進捗を確認できます。
カリキュラム進捗度を降順に並べることで、活躍しているメンバーがわかります。



【ご参考】実際の企業での演習状況
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機械学習の基礎を網羅した10コースを完了した層

かなり専門的な分野まで自主的に学習した層

受講者

演習回数

対象会社：社員規模10,000名以上の大企業

対象者：会社が指定した74名

契約ライセンス数：80

チーム参加人数：74

合計演習回数：17,292回（1人あたり平均233.7回）
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What’s Aidemy for Schoolの管理画面

222222

管理者は学生が受講すべき「カリキュラム」を設定できます。
「カリキュラム」を複数用意してユーザーごとに設定することも可能で、

弊社コンサルタントからおすすめのカリキュラムもご案内します。



What’s Aidemy for Schoolの管理画面
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管理者から一人ひとりのコース進捗を管理画面から参照できます。



本日お配りした「Aidemy for 
School 無料お試しアカウント」にア

クセス

https://event0625.aidemy.jp

画面デモ

https://event0625.aidemy.jp/


Aidemy for Schoolのメール質問

教材に関する質問をメールで問い合わせることができます。



貴学オリジナルコンテンツの作成
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オリジナル教材の作成

貴学独自の教材を弊社で作成し、Aidemy Business for School上で教材を配信でき
ます。
オリジナル教材は内部向けにリリースすることも、学校広報の一環として広く一般にリ
リースすることも可能です。
なお、内部向けに教材をリリースする場合、一般用から隔離されたデータベースに保
存されます。

日本マイクロソフトと共同開発した
教材「IoTデバイスへの機械学習モ
デルのデプロイ」



Appendix



テスト一覧（全6種類）
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テスト-ビジネス職向け(1/4)
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・習熟度を確認しやすくするため、カリキュラムで選択した講座を対象としたテストも作成可能です。

問題数：10
制限時間：15分

アセスメントテスト
問題数：20
制限時間：30分

総合テスト

出題範囲

機械学習
概論

統計学基
礎

はじめて
のAI

ビジネ
ス数学

マスクド
・アナラ

イズ

ライブラ
リ

「Matplo
tlib」基

礎（可視
化）

Python
入門

スクレイ
ピング入

門

日本語
テキスト
のトピッ
ク抽出

IoTデバ
イスへ
の機械
学習モ
デルの
デプロイ

統計学
標準

AIマー
ケター養
成講座

ケースス
タディで
学ぶ実
践PoC
入門

データサ
イエン
ティスト
超入門

投資対
効果を
最大化
するAI
導入

ライブラ
リ

「Pandas
」基礎（表

計算）

ディープ
ラーニン
グ基礎

時系列
解析Ⅲ
（LSTM
応用）

時系列
解析Ⅱ
（RNNと
LSTM）

自然言
語処理
を用い
た質問
応答

深層強
化学習
発展

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



テスト-システムエンジニア職向け(2/4)
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・習熟度を確認しやすくするため、カリキュラムで選択した講座を対象としたテストも作成可能です。

問題数：15
制限時間：20分

アセスメントテスト
問題数：30
制限時間：40分

総合テスト

出題範囲

機械学習
概論

統計学基
礎

はじめて
のAI

ビジネ
ス数学

マスクド
・アナラ

イズ

ライブラ
リ

「Matplo
tlib」基

礎（可視
化）

Python
入門

スクレイ
ピング入

門

日本語
テキスト
のトピッ
ク抽出

IoTデバ
イスへ
の機械
学習モ
デルの
デプロイ

統計学
標準

AIマー
ケター養
成講座

ケースス
タディで
学ぶ実
践PoC
入門

データサ
イエン
ティスト
超入門

投資対
効果を
最大化
するAI
導入

ライブラ
リ

「Pandas
」基礎（表

計算）

ディープ
ラーニン
グ基礎

時系列
解析Ⅲ
（LSTM
応用）

時系列
解析Ⅱ
（RNNと
LSTM）

自然言
語処理
を用い
た質問
応答

深層強
化学習
発展

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



テスト-エンジニア職向け(3/4)
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・習熟度を確認しやすくするため、カリキュラムで選択した講座を対象としたテストも作成可能です。

問題数：25
制限時間：30分

アセスメントテスト
問題数：50
制限時間：60分

総合テスト

出題範囲

機械学習
概論

統計学基
礎

はじめて
のAI

ビジネ
ス数学

マスクド
・アナラ

イズ

ライブラ
リ

「Matplo
tlib」基

礎（可視
化）

Python
入門

スクレイ
ピング入

門

日本語
テキスト
のトピッ
ク抽出

IoTデバ
イスへ
の機械
学習モ
デルの
デプロイ

統計学
標準

AIマー
ケター養
成講座

ケースス
タディで
学ぶ実
践PoC
入門

データサ
イエン
ティスト
超入門

投資対
効果を
最大化
するAI
導入

ライブラ
リ

「Pandas
」基礎（表

計算）

ディープ
ラーニン
グ基礎

時系列
解析Ⅲ
（LSTM
応用）

時系列
解析Ⅱ
（RNNと
LSTM）

自然言
語処理
を用い
た質問
応答

深層強
化学習
発展

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



テスト一覧(2/2)

32

対象者 テスト名 問題数 制限時間　(分)

G検定受講者

G検定対策問題集　1 11 10
G検定対策問題集　2 11 10
G検定対策問題集　3 11 10
G検定対策問題集　4 11 10
G検定対策問題集　5 11 10
G検定対策問題集　6 11 10
G検定対策問題集　7 11 10
G検定対策問題集　8 11 10
G検定対策問題集　9 11 10

G検定対策問題集　10 11 10
G検定対策問題集　11 11 10
G検定対策問題集　12 11 10
G検定対策問題集　13 11 10
G検定対策問題集　14 11 10
G検定対策問題集　15 11 10
G検定対策問題集　16 11 10
G検定対策問題集　17 11 10
G検定対策問題集　18 11 10
G検定対策問題集　19 11 10
G検定対策問題集　20 11 10

・問題集1～20の難易度に違いはございません。様々な難易度の問題が入っております。



テスト一覧(2/2)
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対象者 テスト名 問題数 制限時間　(分)

G検定受講者

G検定対策問題集　1 11 10
G検定対策問題集　2 11 10
G検定対策問題集　3 11 10
G検定対策問題集　4 11 10
G検定対策問題集　5 11 10
G検定対策問題集　6 11 10
G検定対策問題集　7 11 10
G検定対策問題集　8 11 10
G検定対策問題集　9 11 10

G検定対策問題集　10 11 10
G検定対策問題集　11 11 10
G検定対策問題集　12 11 10
G検定対策問題集　13 11 10
G検定対策問題集　14 11 10
G検定対策問題集　15 11 10
G検定対策問題集　16 11 10
G検定対策問題集　17 11 10
G検定対策問題集　18 11 10
G検定対策問題集　19 11 10
G検定対策問題集　20 11 10

・問題集1～20の難易度に違いはございません。様々な難易度の問題が入っております。



お問い合わせ等ございましたら、

お気軽に下記営業担当者にお申し付けください

株式会社アイデミー  法人事業部

電話：03-6868-0998（平日10:00 – 17:00 受付）

メール：support@aidemy.co.jp

mailto:support@aidemy.co.jp

